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（リード）
　ブリヂストンは2026年の春・夏タイヤ商戦において、新たに3ブランド・4商品を投入し、幅広い需要への対応を強化する。中でも2026年2月リリースの新タイヤブランド「FINESSA（フィネッサ）」は、ウェット性能を軸に日常使用での安心・快適を追求した“バランス領域”の商品という位置付けで、従来のプレミアム志向とは異なる市場の開拓を狙っていく。ほかにも新商品を上市したSUV向け「ALENZA（アレンザ）」、スポーツ系「POTENZA（ポテンザ）」との役割分担を明確にしながら、生活者に寄り添った価値提案を打ち出す。

（本文）
■2026年春商戦は遅れ気味のスタートも需要は堅調
　2025年の春・夏タイヤ商戦は、物価上昇や原材料価格の高止まりを背景に消費者の価格志向が強まる中での展開となった。一方で、移動需要の回復やSUV市場の拡大を受け、需要自体は底堅く推移。ブリヂストンでは、同年に投入した「REGNO GR-XⅢ TYPE RV」を軸にプレミアム領域での提案を強化し、静粛性や快適性といった付加価値訴求を推進した。こうした中、高付加価値商品と価格重視商品の双方に需要が分かれるなど、市場の二極化が一段と進んだ。
今期2026年の春商戦は、「2月の降雪や低温の影響により立ち上がりが遅れ、足元（2026年3月末時点）は最繁忙期に入り、需要自体は底堅く推移している。中東情勢など外部環境の影響は現時点で顕在化しておらず、市場は大きな混乱なく推移している」（ブリヂストン※）一方で、ガソリン価格の変動によりサービスステーションの販売体制に影響が出る可能性も指摘されている。　※取材時3月末時点
■「雨のち、フィネッサ」。生活者に寄り添う新タイヤブランド
　今回の春・夏商戦の中核を担うのが、新タイヤブランド「FINESSA（フィネッサ）」だ。その位置付けは、従来のベーシックモデル「NEWNO（ニューノ）」の上位にあたる“バランス領域”。プレミアムタイヤほどの高価格帯ではなく、かつ性能面でも一定以上の価値を提供する中間ゾーンを狙う。
　最大の特長はウェット性能。「雨のち、フィネッサ」というキャッチコピーに象徴されるように、日常走行における安全性、とりわけ雨天時の安心感を前面に打ち出した。近年はゲリラ豪雨など天候変動の影響もあり、ウェット性能への関心は高まっている。こうした実用的なニーズに対し、わかりやすく価値を提示した。
　加えて、静粛性や乗り心地といった快適性も重視。車に対するこだわりや嗜好性よりも、「『生活の足として安心して使えるのか』という視点を重視している。ターゲットは、通勤や買い物、送迎など日常用途で車を使用する幅広い層となる」（同）。
　同商品に対して、販売店向け試乗会を通じて商品価値の体感・理解を促進するとともに、店頭での訴求を強化して、エンドユーザーへの浸透を進めている。またレビュー施策なども活用し、販売店・消費者の双方から認知拡大を図る方針。
　■プレミアムSUV向け「ALENZA」。快適性と性能を両立
　SUV向けでは、2月から「ALENZA LX200」を新投入した。同商品はオンロード中心のプレミアムSUVユーザーをターゲットに、快適性や静粛性、乗り心地といった日常使用での質感に加え、ハンドリング性能にも配慮した商品。SUVは重心が高く車重が大きいという特性から走行安定性に関する要求も高く、こうしたニーズに応える設計とした。
　販売戦略では、フィネッサと同様に体感訴求を重視しつつ、より性能志向の強いユーザー層に向けて技術的な裏付けの発信を強化する。販路もタイヤ専門店やカーディーラーが中心となり、特にプレミアムSUVや輸入車ユーザーを主な対象とする。サイズは21インチまで設定し、大口径化が進むSUV市場の需要を取り込む。
　また外観面では、微細加工技術「LUXBLACK」を採用し、サイドデザインの質感も高めた。機能と意匠の両面でプレミアム感を打ち出す。
　なお、「コンパクトSUV領域はREGNOがカバーする一方、中・大型SUVをALENZAが担う形でブランドを明確に分けている」（同）といい、車格や使用環境の違いに応じた棲み分けを進めている点も特徴だ。
　■「POTENZA」は2つの新商品投入。サーキット志向から日常スポーツまで裾野拡大
　スポーツ領域では「POTENZA」ブランドから2商品――サーキット走行を志向する「POTENZA RE-71RZ」と、日常使用でのスポーティー性能を追求した「POTENZA Adrenalin RE005」を2月に投入。同ブランドは「リアルスポーツ」「プレミアムスポーツ」「カジュアルスポーツ」の3領域で構成され、ユーザーの用途や志向に応じた商品展開を進めている。
RE-71RZは、「リアルスポーツ」領域に位置付けられるモデルで、グリップ性能を極限まで高め、「筑波サーキット コース2000」における最速ラップタイムを従来モデルから約1.2％短縮するなど、わずかな差が勝敗を分けるレースの世界において大幅な性能向上を実現している。1984年から続く伝統的なシリーズであり、日常走行からサーキット走行まで楽しむユーザーからの要求水準が極めて高い中で、継続的な改良を重ねている。
　一方、Adrenalin RE005は「カジュアルスポーツ」に位置付けられ、通勤や買い物といった日常走行の中での操縦安定性や応答性を高め、走る楽しさを提供するモデルとなる。タイム追求ではなく、一般ユーザーでも体感しやすいハンドリング性能や追従性の向上を重視している。
■商品設計基盤技術「ENLITEN」を軸に“性能の底上げ”を実現
これら新商品に共通するのがブリヂストンの商品設計基盤技術「ENLITEN」の搭載だ。同技術は、接地を極める・ゴムを極める・モノづくりを極めるという技術から成る。各要素を最大化しながら、商品の狙いに最短距離で到達するための設計思想となっており、タイヤの基本性能を底上げしつつ、各ブランドの個性を引き出す基盤として機能する。
「基本性能を底上げした上で、それぞれユーザーの求める価値に応じた性能配分を重視している」（同）
従来はトレードオフとされてきた性能要件の両立を可能にすることで、商品ごとの特徴を際立たせながら、環境性能も同時に確保できる。これにより同社は、サステナビリティへの貢献にも繋げたとしている。
■価格と性能の最適解へ。幅広いユーザー層への対応
　近年は車両の大型化や重量増に伴い、装着タイヤの高インチ化からタイヤ価格への負担感が増している。こうした中で、タイヤメーカーには性能と価格のバランスをどう取るかが重要な課題となっている。同社は今回の新ラインアップで、プレミアムからバランス領域、スポーツまで多層的に商品を展開。特に新ブランド「フィネッサ」の投入により、従来取り込みきれていなかった“価格と性能のバランスやコストパフォーマンスを重視する顧客層”への対応を強化した。
　プレミアム一辺倒ではなく、生活者視点での価値提案を拡充することで、幅広いユーザーに「フィネッサ」を訴求していく。
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フィネッサで切り拓く新領域。夏タイヤ商戦で“生活者視点”を強化

2026年春・夏商戦で新たに3タイヤブランド・4商品を投入
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